
京
都
検
定

茶
道
の
歴
史
と
京
の
茶
室

京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。

京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

※
京
都
検
定
で
は「
公
開
テ
ー
マ
」に
関
す
る
問
題
が

　各
級
10
問
出
題
さ
れ
ま
す
。

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

　そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

　無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
21
回 

京
都
検
定
1
級
公
開
テ
ー
マ「 

京
の
茶
室
」

第
10
回

　茶
道
は
室
町
中
期
の
東
山
文
化
の
中

で
、村
田
珠
光
が「
侘
茶
」を
創
始
し
、そ
れ

が
武
野
紹
鷗
、千
利
休
と
受
け
継
が
れ
、完

成
の
域
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　千
利
休
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
大
徳
寺
の

聚
光
院
に
は
、利
休
を
は
じ
め
三
千
家
の

墓
が
あ
り
、表
千
家
家
元
作
に
よ
る「
閑
隠

席
」と「
桝
床
席
」が
残
り
ま
す
。利
休
の
後

を
継
い
だ
千
少
庵
は
、西
芳
寺
に「
湘
南

亭
」を
造
営
し
、そ
の
子
で
あ
る
宗
旦
は
侘

茶
を
さ
ら
に
徹
底
し
、子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
ぐ
こ
と
で
三
千
家
を
創
始
し
ま
し
た
。

　宗
旦
は
利
休
以
来
の
茶
室「
不
審
菴
」を

宗
左
に
譲
っ
て
表
千
家
と
し
、自
身
は
そ
の

北
側
に「
今
日
庵
」を
造
っ
て
宗
室
に
譲
り
、

裏
千
家
と
し
ま
し
た
。先
に
養
子
に
出
て
い

た
宗
守
も
千
家
に
戻
る
と「
官
休
庵
」を
造

り
、武
者
小
路
千
家
を
興
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
は
す
べ
て
京
都
の
上
京
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、「
上
流
」と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　一方
、「
下
流
」と
称
さ
れ
た
の
は
、千
利

休
の
弟
弟
子
で
あ
る
剣
仲
紹
智
が
興
し
た

藪
内
流
で
す
。西
本
願
寺
の
保
護
を
得
な

が
ら
、古
田
織
部
か
ら
譲
ら
れ
た
茶
室

「
燕
庵
」を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。こ
う
し

て
茶
道
は
、安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
時
の
権
力
者
が
こ
ぞ
っ
て

た
し
な
み
の
ひ
と
つ
と
し
、さ
ら
に
庶
民
に

も
広
が
っ
て
日
本
文
化
に
し
っ
か
り
と
根

を
下
ろ
し
た
の
で
す
。そ
の
結
果
、茶
室
は

流
行
し
た
数
寄
屋
建
築
の
代
表
事
例
と

山
村 

純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役

講
師

第
20
回
京
都
検
定

G-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式
を

実
施
し
ま
し
た
！

　第
20
回
京
都
検
定（
7
月
10
日
施
行
）に

団
体
受
験
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
上
位
3
名

の
合
計
点
を
競
う
制
度「
G-

1
グ
ラ
ン
プ

リ
」の
表
彰
式
を
9
月
20
日
に
実
施
し
ま
し

た
。今
回
は
20
団
体
がエン
ト
リ
ー
。表
彰
式
で

は
、京
都
検
定
検
定
委
員
会
・
粂
田 

佳
幸

委
員
長（
彌
榮
自
動
車
株
式
会
社 

代
表

取
締
役
社
長
）か
ら
表
彰
楯
・
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

か
み
り
ゅ
う

し
も
り
ゅ
う

し
て
量
産
さ
れ
、茶
室
の
構
成
や
用
材
、

ま
た
使
用
す
る
茶
道
具
に
至
る
ま
で
、茶
人

自
ら
の
好
み
に
よ
っ
て
多
く
の
工
夫
が
施

さ
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、千
利
休
作
の
国

宝「
待
庵
」を
筆
頭
に
、足
利
義
政
の「
清

漣
亭
」（
等
持
院
）、武
野
紹
鷗
の「
昨
夢

軒
」（
黄
梅
院
）、細
川
三
斎
の「
松
向
軒
」

（
高
桐
院
）、小
堀
遠
州
の
国
宝「
密
庵
」

（
龍
光
院
）や「
忘
筌
席
」（
孤
蓬
庵
）、「
八

窓
席
」（
金
地
院
）、金
森
宗
和
の「
庭
玉

軒
」（
真
珠
庵
）、「
夕
佳
亭
」（
金
閣
寺
）、

藤
村
庸
軒
の「
淀
看
席
」（
西
翁
院
）な
ど

京
都
に
現
存
す
る
多
く
の
茶
室
に
お
い
て

も
、茶
人
に
よ
る
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
、そ
の
好
み
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

第21回京都検定ポスター（正伝永源院 「如庵」）

経営者のための人材育成通信
研修体系と京商ビジネススクールのご紹介

vol.1

3839

研修って必要？

京商ビジネススクールの特長

研修で伸ばす能力は？

「京商ビジネススクール」では、従業員研修の内製化が困難
な中小企業を対象に年間１００本以上の研修を実施していま
す。インプットとアウトプットをバランスよく配した研修内容で、
異業種交流の場としてもご活用いただいております。
カッツモデルを参考に、階層別（新人、若手、中堅、管理職）
や、職種別（人事、経理、法務、営業、製造など）から今日的な

テーマまで、幅広く網羅。毎年、アンケート結果を精査して企
画をアップデートしており、利用企業の満足度が高い内容を、
経験豊富な講師陣がお届けしております。　
京商ビジネススクールは長年の研修企画と運営でノウハウを
蓄積してきました。貴社に沿った研修プランを作成するオー
ダーメイド研修も、ぜひお気軽にご相談ください。

皆さんの会社では社員研修を実施されていますか。２０２２年度版中小企
業白書によると、8割以上の経営者が重点経営課題として「人材育成」を
挙げており、計画的なOJT ※１の実施割合は約49％、計画的なOFFーJT※２

の実施割合は約44％、両者併用が約31％となっています。こうした計画的
な研修を実施している企業の方が、売上増加率が高い傾向にあることは
注目に値します（右グラフ）。
多くの企業はすでにOJTの実施割合が高いことから、さらにOFF-JTを取り
入れることで、従業員満足度やモチベーションの向上が図られ、組織の
活性化が期待されます。

アメリカの経済学者 ロバート・カッツ氏が提唱した「カッツモデル」では、人
材育成をコンセプチュアルスキル（概念化能力）、ヒューマンスキル（対人関
係能力）、テクニカルスキル（業務推進能力）の３つに体系化しました。
テクニカルスキルは、ビジネスマナーや経理知識など、即現場で活かせるこ
とから、研修効果が高い傾向にあります。
一方で、ヒューマンスキルはコミュニケーション能力やリーダーシップなど、個人
の資質への依存が大きく、コンセプチュアルスキルは、論理的思考力・水平的
思考力など、習得に時間を要することから、長期的かつ計画的な人材育成が
必要となります。いずれも、階層が進むにつれて求められるスキルですが、能力
開発が難しく、管理職育成にお悩みの経営者が多いのではないでしょうか。

無料メールマガジンに登録しませんか？
次回は

「新入社員研修」に
ついてご紹介します

研修プランの作成や貴社オリジナルのオーダーメイド研修のご相談など、お気軽にご連絡ください。

好評配信中
登録はこちら！

会員部 研修事業課 075-341-9762 https://www.kyo.or.jp/jinzai/（京商ビジネススクール事務局） WebTelお問合せ

コンセプチュアル
スキル

（概念化能力）

トップ
マネジメント
（経営者層）

カッツモデル体系図

計画的なOJT・OFF-JT研修の実施状況と売上増加率

出典：中小企業庁「中小企業白書2022」を参考に本所で独自に作成
　　 （売上高増加率は2015年と2020年を比較）

※１ OJT：上司や先輩が業務を通じて後進を育成すること
※２ OFF-JT：職場から離れ、セミナーや研修などを行うこと

実施状況
30.0%20.0% 40.0% 50.0% 60.0%10.0%0.0%

ミドル
マネジメント
（管理職層）

ロワー
マネジメント
（担当者）

テクニカル
スキル

（業務推進能力）

ヒューマンスキル
（対人関係能力）

いずれも実施

OJT研修を
実施

OFF-JT研修を
実施

いずれも実施
していない

売上増加

京商ビジネススクールのセミナー・研修情報をイメージ画像付きで、タイムリーに配信しています


